
  

 

防爆型無線ＬＡＮシステムは、ガス、石油化学、化学薬品工場等に存

在する防爆エリアへの適用／設置が可能な無線ＬＡＮシステムです。

防爆型のＰＤＡやＩＰカメラと組み合わせれば、設備運転データや映

像の監視も行う事ができます。さらに、防爆型ＩＰ携帯電話との組み

合わせにより防爆エリアにて通話が可能となります。指向性／無指

向性のアクセスポイントを使い分ける事により、様々なエリア形状に

対して最適（ミニマムコスト）なシステムの構築が可能です。 
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ＬＬＡＡＮＮＥＥＸＸ－－ＴＴＬＬ１１００  
爆発性ガス雰囲気のある危険場所（防爆エリア）で、 
安全･安心に使用可能なＩＰ携帯電話機 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
＜主な特徴＞ 
 
 
 
 
 
 
  

 
注１：アクセスポイント（ＡＰ）との通信距離は、ＡＰの設置環境、及びＡＰに接続している端末の台数により異なります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

携帯電話本体による通話イメージ            ハンズフリーによる通話イメージ 

ＬＬＡＡＮＮＥＥＸＸ  シシリリーーズズ  
RR  

防爆型無線ＬＡＮシステム 

RR  

防爆構造 
無線ＬＡＮ 

Ｅｘ ibⅡＢＴ４  

セキュリティ 
主な特徴 

ＩＥＥＥ８０２.１１ｇ／ｂ に準拠 （２.４ＧＨｚ帯）

各種セキュリティ機能（ＷＥＰ、ＷＰＡ２－ＰＳＫ、ＷＰＡ－ＰＳＫ）をサポート 

本質安全防爆を適用。現在販売中の防爆ＩＰ携帯電話の中でトップクラスの軽量化を実現。 
LANEX-HF10（別売）との組合せにより、ハンズフリー通話が可能。 
外線／内線通話機能に加え、会議通話が可能。他通話システム（ＰＨＳ他）との連携も容易。 
転倒検出機能（オプション）を装備。ＩＰ携帯電話所持者が転倒した時の警報出力が可能。

適用が想定される各種プラントエリア 

通信距離注１ 約～２００m

防爆型ハンズフリー拡大図 
（電話機～ハンズフリー間は無線） 



 
＜ＬＡＮＥＸ－ＴＬ１０基本仕様＞ 

RR  

種別 項目 仕様注１ 

一般 外形寸法 ５０ｍｍ（Ｗ）×１４５ｍｍ（Ｈ）×２０ｍｍ（Ｄ） 

 重量 約１３０ｇ  

 防爆構造注２ Ｅｘ ibⅡＢＴ４ （１種／２種危険箇所） 

 保護等級 ＩＰ２Ｘ（生活防水） 

 バッテリー リチウムイオン ３.７Ｖ １２００ｍＡh 

 動作時間 スタンバイ約６０時間 通話５時間 

 使用温度（湿度範囲） －１０℃～５０℃ （湿度：～９０％ＲＨ結露無きこと） 

 ディスプレイ モノクロ、反射型、２行×１６文字 

 文字入力 半角カタカナ／英数字／記号 

ＶＯＩＰ部 呼制御プロトコル ＩＥＴＦ ＳＩＰ V２（ＲＦＣ３２６１）、ＳＤＰ、ＯｕｔＢｏｕｎｄ Ｐｒｏｘｙサポート 

 コーデック Ｇ.７１１（ａ／ｕ-Lａｗ）、Ｇ.７２９ａ／ｂ、ＣＮＧ、ＰＬＣ、ＡＥＣ（Ｇ.１６４準拠）、ＶＡＤ 

アダプティブジッターバッファ、ＤＴＭＦ（Ｉｎ Ｂａｎｄ, Ｏｕｔ－ｏf－Ｂａｎｄ： ＲＦＣ２８３３） 

無線ＬＡＮ部 サポート規格 ＩＥＥＥ８０２.１１ｇ／b 

 伝送方式 ８０２.１１ｇ ： 直交周波数分割多重方式（ＯＦＤＭ） 

８０２.１１ｂ ： 直接スペクトラム拡散方式（ＤＳＳＳ） 

 使用周波数範囲 ２.４ＧＨｚ帯（全１３ｃｈ） 

 通信速度 ８０２.１１ｇ： ５４Ｍｂｐｓ（理論値） 

８０２.１１ｂ： １１Ｍｂｐｓ（理論値） 

 セキュリティ ＷＰＡ２－ＰＳＫ、ＷＰＡ－ＰＳＫ ＜ＡＥＳ／ＴＫＩＰから選択＞、ＷＥＰ（６４／１２８ｂｉｔ） 

ＩＥＥＥ８０２.１Ｘ認証（ＥＡＰ－ＴＴＬＳ, ＥＡＰ－ＰＥＡＰ） 

 グループ送信 ＳＳＩＤ 

 送信出力 １０ｍＷ／ＭＨｚ以下 

 通信距離 約～２００ｍ  但し、使用される環境により異なる。 

その他 サポート機能 発信、着信、保留、告知／無告知転送、通話中自動転送、スピードダイヤル（９件）、 

無応答自動転送（タイムアウト時間設定可）、リダイヤル、通話履歴表示（発着信各２０件）、 

電話帳（４００件）、キーロック、時計表示（ＳＮＴＰ対応）、SMS 送受信、転送検出機能、 

無線ハンズフリー（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ搭載ハンズフリーユニット： ＬＡＮＥＸ－ＨＦ１０が必要） 

注１：予告なく仕様が変更される可能性があります。 
注２：防爆上の制約より、危険エリアにて使用する際は、ＩＰ携帯電話を革ケース（付属品）にいれてご使用ください。 
 
 ≪システム構成例≫ 
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＜総販売元＞

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鶴見事業所（横浜本社） 
〒２３０－８６１１ 横浜市鶴見区末広町二丁目１番地 
電力・資源プラント事業部 営業部 
電話番号：０４５―５０５－７３８２ 
ＦＡＸ番号：０４５－５０５－７８２７ 

 

NTT

SIPサーバ 

無線LANアクセスポイント 

注３： 配線距離により、光メディアコンバータを用います。 
防爆エリア

無線LANコントローラ 

防爆HUB 防爆無線LANアクセスポイント 

IP携帯電話 

一般電話綱 
構内電話 

『LANEX-AP0201n』 

防爆IP携帯電話 
『LANEX-TL10』 

『NWEX-HUB』 

GW装置 

注3 SW.HUB
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